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新
幹
線
駅
周
辺
で
は
、

商
業
店
舗
が
多
数
出
店

し
、
活
気
と
賑
わ
い
が
創

出
さ
れ
た
。
成
果
が
心
配

さ
れ
た
駅
北
本
郷
土
地
区

画
整
理
事
業
も
、
相
乗
効

果
に
よ
っ
て
保
留
地
が
順

調
に
売
却
さ
れ
、
完
了
期

が
近
づ
い
た
。
長
年
、
利

用
者
の
方
を
悩
ま
し
て
き

た
名
鉄
新
羽
島
駅
に
も
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
。

新
幹
線
駅
周
辺
の
コ
ン
パ

ク
ト
活
用
に
ふ
さ
わ
し
い

様
相
と
な
っ
た
。

　

防
災
対
策
で
は
、
桑
原

町
の
長
良
川
河
川
敷
に
防

災
船
着
場
が
設
け
ら
れ

た
。
長
良
川
の
河
川
敷
を

　
羽
島
の
「
今
を
変
え
る
」
で
ス
タ
ー
ト
し
た
松
井
市

政
。
着
実
な
公
約
実
行
に
よ
り
、
羽
島
市
の
地
域
力
は

向
上
。
市
民
第
一
主
義
の
市
政
運
営
は
、
県
内
外
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
、
先
送
り
さ
れ
て
き
た
大
型
事
業
の
実
施

は
、
市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、
早
期
な
着
手
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
事
前
の
一

手
と
し
て
松
井
市
長
は
、
財
政
の
安
定
化
対
策
の
実
行

を
表
明
し
た
。

未来につながる羽島づくり
事前の一手で財政安定化

利
用
し
た
緊
急
輸
送
道
路

や
、
木
曽
川
・
長
良
川
・

境
川
に
繁
茂
す
る
河
畔
林

に
つ
い
て
も
、
順
次
、
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

経
済
の
活
性
化
対
策
で

は
、
松
井
市
長
就
任
直
後

に
実
行
し
た
法
人
市
民
税

の
標
準
税
率
へ
の
減
税
、

企
業
誘
致
の
推
進
等
が
功

を
奏
し
、
税
収
の
増
加
が

実
現
。
停
滞
し
て
い
た
、

岐
阜
羽
島
イ
ン
タ
ー
東
地

区
へ
の
企
業
誘
致
は
、
概

成
の
状
況
に
ま
で
至
っ
て

い
る
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
お

い
て
も
、
小
中
学
校
施
設

の
耐
震
化
、
ト
イ
レ
改

修
、
一
般
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
を
、
他
自
治
体

に
先
駆
け
て
完
了
。
長

年
、
放
置
さ
れ
て
き
た
竹

鼻
中
学
校
の
武
道
場
も
建

設
さ
れ
、
均
衡
の
取
れ
た

教
育
設
備
が
整
っ
た
。

　

教
育
関
係
の
ソ
フ
ト
施

策
と
し
て
は
、
い
じ
め
防

止
条
例
の
制
定
、
義
務
教

育
学
校
と
し
て
の
桑
原
学

園
の
創
設
、
産
・
官
・
学

に
よ
る
情
報
教
育
の
推
進

等
に
注
力
。
教
育
関
係
全

体
と
し
て
、
外
部
機
関
か

ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。

　

一
方
、
市
政
に
は
懸
念

さ
れ
て
い
な
が
ら
、
効
果

的
な
措
置
や
対
応
を
先
送

り
し
て
き
た
事
業
が
山
積

し
て
い
る
。
ま
た
、
何
ら

検
証
す
ら
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
重
要
事
業
も
あ
る
。

　

混
迷
化
し
た
状
況
を
打

破
し
、
施
設
建
設
用
地
を

決
定
し
た
次
期
広
域
ご
み

処
理
施
設
建
設
事
業
。
市

役
所
庁
舎
建
て
替
え
、
市

民
病
院
の
経
営
改
善
、
不

二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
の

大
規
模
改
修
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
南
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
他
の
老

朽
化
し
た
施
設
改
修
等
、

他
市
町
に
比
べ
て
も
対
応

　

時
代
は
平
成
か
ら
令
和

に
移
り
、
羽
島
市
も
新
た

な
改
革
・
発
展
の
時
を
迎

え
た
。
昨
年
10
月
に
は
、

市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
工

事
が
着
工
。
新
た
な
庁
舎

は
、
市
民
の
災
害
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
分
散
し
て
い
た

市
役
所
機
能
を
一
体
化

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
で
き
る
施

設
と
な
る
。

災害拠点施設として市民の命を守る新庁舎の建設

市
民
説
明
会
を
実
施

が
必
要
な
事
業
が
多
々
あ

る
。

　

ま
さ
に
、
羽
島
市
に
と

っ
て
は
、
将
来
推
計
に
基

づ
く
既
存
の
道
路
・
水
路

を
含
め
た
、
健
全
な
社
会

資
本
（
公
共
施
設
）
の
計

画
的
整
備
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

行
財
政
改
革
の
断
行

に
、
一
時
の
遅
れ
も
許
さ

れ
な
い
。
公
平
・
公
正
な

税
金
の
配
分
を
実
行
し
、

よ
り
一
層
、
透
明
性
の
高

い
市
政
運
営
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

松
井
市
長
は
「
市
民
の

方
々
へ
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
的
確
な
情
報
を
発
信

し
、
市
政
の
歩
み
を
着
実

に
進
め
、
将
来
に
持
続
可

能
な
市
政
運
営
に
努
め
ま

す
」
と
語
る
。

【
安
定
化
対
策
の
内
容
】

①
市
の
貯
金
と
い
え
る

「
財
政
調
整
基
金
」
残

高
の
一
定
水
準
確
保
。

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
際
の
受
益
者
負
担
の

適
正
化
。

③
職
員
給
料
等
の
削

減
。

④
事
業
の
選
択
と
集
中

に
よ
る
建
設
地
方
債
発

行
額
の
抑
制
。

行
財
政
改
革
を
断
行

    

大
型
事
業
を

　
　
　
　 

計
画
的
実
施



「
チ
ー
ム
羽
島
市
役
所
」

　
　
　
　
　
　
　
市
民
第
一
主
義
を
推
進
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総
務
省
が
公
表
し
て
い

る
「
類
似
団
体
別
職
員
数

の
状
況
」
に
よ
る
と
、
羽

島
市
役
所
は
人
口
１
万
人

当
た
り
職
員
数
（
一
般
行

政
）
が
33
・
86
人
で
す
。

同
規
模
の
自
治
体
と
比
較

し
て
も
、
全
国
で
最
も
職

　12月７日(土)、第３回創清会（松井さとし

後援会）日帰り旅行を実施。市内外から、

520人の方々が参加されました。

　松井市長は、バス13台に分乗された参加者

と、国宝・高田本山専修寺、伊勢神宮（内

宮）に向かいました。市長は、例年通り13台

に順次乗り込み、市政の重要課題を報告。参

加された方々は、市長の話に熱心に耳を傾

け、更なる支援の気持ちを新たにされまし

た。今回の旅行も成功裏に終わり、改めて企

画・運営に携わった創清会役員の皆さんをは

じめ、関係者の方々に厚く、お礼を申し上げ

ます。

　松井市長は昨年11月26日、母校中央大学多摩キャ

ンパスを訪問。総合政策学部で「ローカルガバナン

スの課題と展望」と題し、同大学生に特別講義を行

った。

　同特別講義は、大学からの要請で毎年講師を務

め、今回で５回目。聴講生は、２年生が対象となっ

た。後日届いた、97人の受講生からのリアクション

ペーパーによると「市長の政策理念と熱意ある行政

運営」「財政安定化への取り組み」が最も印象に残

った内容であるとの意見が多数

を占めた。

　松井市長は、12月14日（土）自由民主党岐

阜県支部連合会主催、第９期ぎふ政治塾第４

回講座の講師を務めた。テーマは「安定した

市政運営に向けて、事前の一手を」とした。

同政治塾の講師は、今回で２回目である。

　松井市長は、今年度から関

西学院大学の客員教授に就

任。10月５日(土)大阪梅田キ

ャンパスで講義を行った。

　受講生は、弁護士、医師、

国の職員、県・市の職員、民

間企業役員・管理職、中小企業経営者、等の30人。

「地方小都市におけるローカルガバナンス」と題し、

羽島市の取り組みを例示して説明した。２度の質疑で

は、受講生から熱心な意見が出され、好評を博した。

員
数
が
少
な
い
自
治
体
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

私
が
市
長
就
任
時
か
ら
掲

げ
て
い
る
「
市
民
第
一
主

義
」
の
市
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ

各所で講演
地方行政を語る

中央大学で５回目の講義を担当

客員教授として講義
関西学院大学専門職大学院経営戦略科
ビジネススクール企業経営戦略特論　

自由民主党岐阜県支部連合会
第９期ぎふ政治塾で講演

た
人
材
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
、
職
員
が
「
チ
ー

ム
羽
島
市
役
所
」
と
な

り
、
一
丸
と
な
っ
て
多
く

の
先
送
り
さ
れ
て
き
た
行

政
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
き

ま
し
た
。

（
中
略
）

　

職
員
採
用
で
は
、
独
自

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
般
行
政
職
の
採

用
に
あ
た
っ
て
は
、
試
験

区
分
等
を
詳
細
に
設
定
。

高
校
卒
業
程
度
の
技
術
系

職
員
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
芸
術
等
で
優
れ
た
成

果
を
収
め
た
人
材
の
採
用

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
職
員
の
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
を
支

援
す
る
「
子
育
て
時
間
」

を
創
設
す
る
な
ど
、
全
国

最
先
端
の
制
度
で
働
き
方

改
革
に
も
注
力
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
日
ご
ろ
か
ら
職

員
に
対
し
「
行
政
課
題
に

つ
い
て
傍
観
者
で
は
な

く
、
所
管
外
の
業
務
に
関

し
て
も
組
織
横
断
的
な
視

点
で
対
応
し
て
ほ
し
い
」

と
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
お
役
所
的
体
質
を

打
破
す
る
よ
う
な
新
た
な

事
務
・
事
業
が
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
で
提
案
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
機
運
が
、
「
市
民

第
一
主
義
」
の
推
進
、
ひ

い
て
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

創清会日帰り旅行
今年も伊勢へ　親睦深める

　毎日フォーラム

(毎日新聞出版)

2019年12月号に掲

載された寄稿文を

紹介します。

（抜粋）


